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⾰命的なデジタルツインテクノロジーで⽬指す
サステナブルでレジリエントな社会

デジタル空間とリアル空間をシームレスに融合するデジタルツイン技術。インターネットの誕⽣以
来、もっとも⾰命的な進展とも⾔われ、超⾼速なデジタルシミュレーションによる的確な未来予測
など様々な⽤途で活⽤が期待されています。例えば、現実世界の災害の影響を、仮想世界で⾼精度
に再現・予測・分析することが出来れば、多くの⼈命を救えるようになるでしょう。
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今回のインタビューでは、イギリスの国家デジタルツイン・プログラムやSociety5.0に先駆的に関わ
り、当社グループエンジニアの最⾼峰「Global Fujitsu Distinguished Engineer」を務めるKeith

Dearに、デジタルツイン技術により、私たちの暮らしや社会がどのように変化していくのか話しを
聞きました。

⽬次

――まず初めに、⽇本のSociety 5.0構想について教えてください。この構想により、どのような社
会を構築しようとしているのでしょうか。また、どのような社会的メリットをもたらすとお考えで
すか。

Keith Dear (以下、Keith)︓ Society 5.0は、⽇本の第6期科学技術・イノベーション基本計画にお
いて、⽇本が⽬指すべき未来社会の姿として提唱されているものです。そこでは仮想空間と現実空
間が⾼度に融合されて、拡張された仮想現実が、リアルなものとバーチャルなものの境界を曖昧に
していきます。ちょうどインターネットが社会を⾰命的に変えたのと同じように、私たちの情報と
の付き合い⽅を⾰命的に変え、⼈間が関わり合うすべてのものを巻き込んでいく、そんな世界で
す。⾮効率な多くのプロセスを最適化し、あらゆることに対して新たな⽅法を⾒つけ出すための、
はじめの⼀歩となる世界です。

――⽇本のSociety 5.0と同じようなものとして、イギリスには国家デジタルツイン・プログラムが
ありますが、その⽬的と社会的メリットについても詳しく教えていただけますか︖

Keith︓ デジタルツインは、バーチャルな仮想世界と私たちが住む現実世界を結合するものです。
例えば、私が仮想世界でなにかを変えたら、現実世界でも同じように変化が起こります。

私とイギリスの国家デジタルツイン・プログラムとの最初の出会いは、ダウニング街10番地の⾸相
官邸で働いているときでした。当時私は、安全保障、防衛、開発、外交政策の統合レビューを担当
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し、⾸相のエキスパートアドバイザーをしていました。
国家デジタルツイン・プログラムは、建築環境情報モデリングの取り組みの⼀環としてスタートし
ました。政府は、デジタルツイン、つまり仮想空間と現実空間が相互にシームレスに接続するため
の、標準とプロトコルを策定することを⽬的として、ケンブリッジ⼤学の研究を⽀援していまし
た。

例えば、現在私たちがデジタルツインに接続しようとすると、携帯電話同⼠を異なるアーキテクチ
ャーやプロトコルで接続しようとするのと同じくらい、尋常でない作業が必要となります。国際的
に⾒れば、標準化をしない限りは、⽇本とイギリスとのシステムは若⼲異なりますし、他の国々の
場合も同様です。外国に⾏って電気製品を接続する場合のことを考えてみてください。アダプター
が必要となり、コストも嵩めば、⾯倒な⼿順も必要となりますね。

このような状況を踏まえ、国家デジタルツイン・プログラムは、イギリス主導で標準とプロトコル
を構築し、それを外国に輸出することを狙っています。私の知る限り、これは世界でもっとも先進
的なプログラムであり、その基本原則の⼀部はすでにオーストラリアとニュージーランドで採⽤さ
れています。

国家デジタルツイン・プログラムと富⼠通は、接続されたデジタルツインの標準とプロトコルを策
定するにあたり、セキュリティが中⼼的なコンポーネントとなると考えています。仮想空間と現実
空間でシームレスな状態にある世界において、このプログラムの社会的メリットは、個⼈データの
セキュリティの保護と重要な国家インフラのセキュリティの保護が含まれていることです。

現在、私たちの情報との付き合い⽅に関して、3つの主要なモデルがあります。
ひとつは、監視資本主義と批評されてきた⽶国型モデルです。このモデルは、⼈間を搾取されるべ
き商品と⾒なしています。
もうひとつは、権威主義国家が追求しているデジタル権威主義と⾔われるモデルで、ここでは私た
ち市⺠は管理すべき脅威と⾒なされています。
最後は、私たちが必要としているデジタル⺠主主義モデルです。これは、あなたと私のデジタルツ
インをもつことができながら、私たちを収奪から守ることができるという⼤きなメリットのあるモ
デルです。現在、私たちが構築しようとしているのも、このモデルです。



――富⼠通がSociety 5.0とイギリスの国家デジタルツイン・プログラムに関与する理由は何です
か︖ そして富⼠通はこの2つのイニシアチブにおいてどのような役割を果たしているのでしょう
か。

Keith︓ 私たちは、富⼠通で「ソーシャルデジタルツイン」と呼ばれるものを⼿がけています。1年
ほど前、私が以前イギリスの国家デジタルツイン・プログラムで⾏っていた仕事について富⼠通研
究所の同僚たちから問い合わせがあり、詳細を説明したところ、彼らが注⼒している分野に応⽤で
きると興味を⽰してくれました。
富⼠通のモデルは変化し続けており、私たちは調査、発明、研究といった活動の多くを⽇本だけに
留まらずに海外で展開しています。富⼠通研究所は、ソーシャルデジタルツインをイギリスで実証
し、イギリスの国家デジタルツイン・プログラムとの関係を構築したいと考えていました。現在、
私たちはビジネス・エネルギー・産業戦略省とともに、国家デジタルツイン・プログラムの主要テ
クニカルパートナーとなっています。

――富⼠通のテクノロジーはどのように貢献しているのでしょうか︖

Keith︓ とくにイギリスにおける富⼠通の伝統的な⽴場は、システムインテグレーター、そしてネ
ットワークサービス・プロバイダーです。私たちは、クラス最⾼の技術をもち、統合対象の技術が
どこのものであろうと対応できることを政府に理解いただいています。
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私たちにはそれに加えてユニークなテクノロジーがあります。富⼠通は、世界最⾼⽔準のスーパー
コンピュータ「富岳」と⾼性能コンピューティングへのクラウドベース・アクセスを活⽤して、⾼
品位のシミュレーションを構築しています。

例えば、ソーシャルデジタルツイン・シミュレーションの洪⽔モデルへの活⽤です。因果関係の連
続をモデル化できれば、仮想世界で洪⽔の⽔位が⾼まったことを現実世界で実際に起こりうること
の予測と調査につなげることができるのです。
このように私たち独⾃のテクノロジーは数多くありますが、本当の意味で世界トップレベルである
場合に限り、政府に推奨するという⽴場をとっています。

――現在までにどのような成果をあげたのでしょうか︖ そして将来的にはどのような成果を⾒込
んでいらっしゃいますか。

Keith︓ 今までのところ、私たちはイギリスのビジネス・エネルギー・産業戦略省と組んで、同省
が既存のプログラムの課題を特定するお⼿伝いをするとともに、その解決⽅法を助⾔してきまし
た。これは、ソリューションの共創をベースとする⽇常的な業務関係です。私個⼈でいえば、富⼠
通がこのソーシャルデジタルツインを⽇本以外の地域で、現実世界に応⽤することの加速化に貢献
できたと考えています。
この点では、私は若⼲、会社よりも先⾛っているかも知れませんが、2025年の⼤阪・関⻄万博で
Society 5.0がどのようなものかを我々が⽰していきたいと考えています。



――これらのイニシアチブに関わっている中で直⾯した課題はどのようなものでしたか︖ また、
どのようにして克服してこられたのでしょうか。

Keith︓ 課題については3つの分野に分けて考えることができると思います。

まず、技術の分野です。仮想世界と現実世界の完全な融合、あるいは⼤規模なシミュレーションに
ついて語ることは簡単ですが、それらを実際に⾏うとなると、現実問題としてきわめて難しい課題
が⽣じてきます。
例えば、累計的なモデル誤差の問題です。モデルが⼤きくなればなるほど、モデル内の誤差は増加
します。個⼈データの保護をしながら、商業的に利益を出し、公共の利益においても、社会的に有
益な形で可能とすることを⽬指すのは容易ではありません。それらの実現のためには、ブロックチ
ェーン・ソリューションや量⼦セキュリティなど、私たちが援⽤できるあらゆる技術に注⽬しつ
つ、発⽣する概念的、哲学的、社会的問題をどのように管理していくかを考えていかなければなり
ません。

2番⽬の課題は、内部的な問題です。富⼠通は変容しつつあります。それはエキサイティングなこと
ですが、変化することは容易ではありません。富⼠通はグローバル企業全体で仕事をしようとして
いますが、これは強みでもあり、弱みでもあります。⽶国のMIT＆CMUに出資している研究、⽇本
における研究、ヨーロッパにおける研究、そしてもちろん、イギリス国内からの研究をどのように
活⽤するか、⽅法を模索しています。私たちは、顧客が変わろうとしているのと同じように変わろ
うとしており、共通する多くの課題に直⾯し、それを克服しようとしています。

最後に、外部的な課題があります。信頼されるパートナーであるためには、私たちは細⼼の注意を
払って歩まなければなりません。顧客との関係が不公平だとみなされるほど顧客との距離を縮めす
ぎてはいけません。さらに外部コミュニケーションの課題もありますが、私たちのこの取り組みは
まだ始まったばかりです。私たちの仕事が、最善の利益であると市⺠に安⼼してもらうために、
我々がやっていることを正確に説明する必要があります。 これはすべて、公共の利益のためのデー
タです。私たちが⾏うことはすべて、公共の利益の為でなければなりません。

つまり、私たちが直⾯している3つの異なる課題は、技術的、内部的、外部的な課題となります。そ
れぞれの課題に求められるものは異なりますが、いずれの課題にも、楽しみ、喜ぶ瞬間がありま
す。これらの深刻な課題を解決しようとすることは、私たちの歩みの⼀部となっています。
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――こうしたイニシアチブに関わるにあたって、Dearさんの個⼈的及び職業上のバックグラウンド
がどのように関連しているのか教えていただけますか︖

Keith︓ 防衛及び国家安全保障における私のバックグラウンドを考慮すると、国際秩序が直⾯する
深刻な問題からデジタル⺠主主義について考えることは、⾃然な流れでした。

イギリス政府の国家安全保障と国際政策に関する統合レビューに関わっていたときのことですが、
21世紀の国際競争⼒の主要な指標は、新興技術を商業化、運⽤化、管理する国家の能⼒ではないか
と話し合ったことがあります。富⼠通に移ってからは、世界でもっとも重要な⺠主主義国のなかの2
カ国であるイギリスと⽇本がそうした⽬標を達成できるようにお⼿伝いをしています。

私はオックスフォード⼤学で、実験⼼理学の哲学博⼠号を取得していることもあり、技術に対して
独⾃の視点からアプローチできる⽴場にあります。私の博⼠論⽂は監視の⼼理学に関するものでし
たが、そのテーマは以前よりも徹底した監視下に置かれているような世界で⽣活することの意味を
問うものでした。⼈はどのような世界で繁栄出来るのでしょうか︖恐ろしいほど多くの保護を必要
とする世界でしょうか︖これこそが、私の学問的バックグラウンドが、私たちが⾏っている活動に
適合していると考える理由です。

――Dearさんがお仕事をされているなかで、もっとも⼼躍る局⾯は何でしたか︖
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Keith︓ 私は現在、ケンブリッジ⼤学でエグゼクティブMBAを取得中なのですが、私のこれまでの
すべての学問的バックグラウンドをビジネス⾯での利益にどのように「翻訳」するのかということ
にわくわくしています。毎⽇毎⽇、新しいことを学んでいると実感しています。私にとって、世界
中から集まったスマートな⼈々と⼀緒に学ぶということこそ⾄福の時なのです。
技術をより迅速に、かつ効率的に発展させることへの新たなスキルを構築するために、私を⽀援し
てくれる本当の意味でスマートな⼈々と共に働けることにわくわくしています。

――社会に⼤きな影響を与える可能性があるプロジェクトに関わるということについてどのように
感じていらっしゃいますか︖

Keith︓ どんなにわくわくすることがあっても、ある意味で、私の仕事は他の仕事と変わらないよ
うに思います。⼈間なら誰でも感じるフラストレーションとも無縁ではありませんし、打ちのめさ
れたと感じることもあります。たくさん会議もありますしね（笑）
ですが、⽴ち上がり、すべてと関わりを持とうとするような特別なモチベーションもあります。
結局のところ、わくわくした気持ちをもつこと、このプロジェクトが達成できるであろうことを伝
え広めようとすること、そして単調な⽇々の活動の間のバランスを維持しようとすることに尽きる
のです。
お互いに議論できる環境をつくり、適切なソリューションに適切なテクノロジーをマッチングさせ
ていくことが必要なのです。
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――デジタルツイン技術によって社会が完全に統合されたときの世界はどのようなものになるので
しょうか︖

Keith︓ 最初にまず、このような世界にはしたくないという話から始めましょうか。映画の『マイ
ノリティ・リポート』や『レディ・プレイヤー1』が描くような世界にはしたくないですね。仮想世
界と現実世界を融合させることによって、ディストピア(暗⿊郷)を⽣み出したいとは思っていませ
ん。

私たちが情報とどのように関わるのかについて、インターネットのように奥深く⾰命的なものにつ
いて、境界を設定することは困難です。それは例えば、あなた⽤にパーソナライズされた拡張バー
チャルレイヤーを使って都市を歩いたり、指標や警告をしらせ、連鎖的因果関係をマッピングした
り、あらゆることのリアルタイムよりも速いシミュレーションを実⾏し、確率的な予測を作成し
て、これまで以上に正確に未来を予測し、備えることができる世界といったことなのです。
それは、あなたが瞬時に、どこにでも存在できる－つまり、ただテレプレゼンスするだけでなく、
ときにはテレエグジスタンスできる世界なのです。

例えば、ミーティングを⾏っている場合でも、カメラを通じて話すのではなく、バーチャルに同じ
部屋で座って、現実世界のデジタルツインや、あるいはロボティック・インターフェースを通じ
て、現実世界のオブジェクトとお互いにやりとりができるようになるのです。これはまさに、メタ
バースのエンタープライズアーキテクチャーと⾔ってよいでしょう。

――いままでお話しいただいたこと以外に、今回のプロジェクトについて、世界の⼈々に知ってい
てもらいたいことはありますか︖



Keith Dear（キース・ディア）

Keith︓ 私たちは、これらのイニシアチブをパートナーとともに、ユースケースごとに共同構築し
ていきます。そうした歩みを進めるなかで、私たちは保険会社や⾦融サービス企業とともに仕事を
するようになります。例えば、デジタルツイン・シミュレーションを洪⽔モデリングのために使⽤
することは政府にとっては重要なことですが、それと同じように保険会社も、保険料をオーダーメ
イドで設定するなど、この技術の恩恵を受けることができるのです。⾦融サービス企業は、クライ
アント企業にビジネス活動環境のデジタルツイン情報を提供するよう要求することにより、さまざ
まなシナリオにおけるCO2排出量のストレステストを⾏い、貸出に関わるリスクの程度をより的確
に理解できるようになります。
こうした活動を通じて、これらの企業は気候変動に影響を及ぼすような融資を拡⼤する場合に、そ
れに伴うコンプライアンスリスクのレベルをより的確に理解できるようになることでしょう。こう
したことは、1回につき1プロジェクトずつ、全セクターにわたるポートフォリオを共同制作・構築
し、必要であれば全セクターに渡ってコネクトすることによって機能するものなのです。

私たちは、驚くべき速さで、あらゆるもののインターネット化(IoT)からあらゆるもののデジタルツ
イン化(Society 5.0)へと進んでいくことになるでしょう。仮想世界と現実世界の融合については、ぜ
ひとも私どもに抱えている問題を相談していただきたいと考えています。解決に向けて努めて参り
ます。

Fujitsu Defence and National SecurityのAIイノベーション担当ディ
レクター

政府及び⺠間企業の意思決定過程を⾰命的に変⾰する活動を展開。
研究から広範な採⽤に⾄るまで技術の普及にかかる時間をスピード
アップさせることに取り組んでいる。富⼠通では、イギリスの国家
デジタルツイン・プログラムと先駆的に関わり、メタバースのエン
タープライズアーキテクチャーとなると思われるものの構築に貢
献。同僚たちとともに、イギリスや⽶国など世界の⼤学と提携して
次世代AI技術の研究に先駆的に取り組み、ユーザー、問題、データ

を集結し、最新のAI/ML、量⼦に着想を得た ソリューション(デジタルアニーリング)、スーパーコン
ピュータを利⽤したソリューションを共同で開発、迅速に普及させるための共同クリエーション環
境を構築している。

※この記事はFujitsu Blogに掲載された「How a sustainable and resilient society built with

revolutionary digital twin technology will change the world」の抄訳です。

https://corporate-blog.global.fujitsu.com/fgb/


この記事を書いたのは

フジトラニュース編集部
「フジトラニュース」では、社会課題の解決に向けた最新の取り組みをお
届けします。


